
当
社
は
、沖
ノ
島
の
沖
津

宮
、
大
島
の
中
津
宮
、
本
土
に
鎮
座
す
る
辺
津

宮
の
三
宮
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
三
宮
そ
れ

ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
り
神
職
は
得
難
い
経
験
を
日
々

積
ま
せ
て
頂
い
て
い
る
。
普
段
神
職
の
多
く
は

辺
津
宮
で
奉
仕
し
て
い
る
が
、
他
に
年
二
回
か

ら
三
回
順
番
が
回
っ
て
く
る
十
一
日
間
の
沖
津

宮
奉
仕
、数
十
年
に
亘
る
奉
職
期
間
中
に
一
度

は
経
験
す
る
二
年
間
の
中
津
宮
奉
仕
が
あ
る
▼

四
月
か
ら
中
津
宮
に
赴
任
し
た
が
、日
々
の
社

務
に
追
わ
れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
師
走
を
迎
え

た
。
世
界
遺
産
登
録
や
S

N

S
等
の
影
響
で
近

年
は
来
島
者
も
増
え
て
お
り
、特
に
土
日
は
参

拝
者
も
多
く
、守
札
授
与
、御
朱
印
書
き
で
ド

タ
バ
タ
し
て
い
る
▼
中
津
宮
の
職
員
数
は
神
職

含
め
三
名
で
あ
り
、
事
あ
る
ご
と
に
氏
子
の
皆

さ
ん
の
協
力
を
得
て
、お
宮
の
運
営
を
行
っ
て
お

り
、「
村
の
鎮
守
様
」と
い
う
趣
で
あ
る
。
数
多

く
あ
る
祭
典
に
は
、
多
く
の
海
山
の
旬
の
幸
が

献
上
さ
れ
、
島
の
豊
か
な
恵
み
を
感
じ
る
こ
と

が
出
来
る
▼
大
島
で
も
過
疎
化
高
齢
化
が
進
ん

で
お
り
昭
和
三
十
年
代
に
二
千
人
い
た
人
口
は

今
で
は
五
百
五
十
名
ほ
ど
と
な
っ
て
い
る
。
若

者
の
流
出
も
進
ん
で
い
る
▼
人
口
減
少
が
神
社

の
将
来
に
与
え
る
影
響
を
危
惧
す
る
。

（
松
）

新
し
い
年
に
向
け
て
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伊
勢
の
神
宮
に
お
い
て
は
、全
国
の
神
社
関
係
者

参
列
の
も
と
九
月
十
七
日
に
大
麻
暦
頒
布
始
祭
が

斎
行
さ
れ
た
。

神
宮
の
お
神
札
は「
神
宮
大
麻
」と
呼
ば
れ
、
大

麻
と
は「
お
お
ぬ
さ
」と
も
読
み
、お
祓
い
に
用
い
る

祭
具
を
意
味
す
る
。
明
治
時
代
ま
で
は「
御
師
」と

呼
ば
れ
る
人
々
が
、全
国
各
地
の
崇
敬
者
の
家
々
に

赴
き
御
祈
祷
を
行
い
、そ
の「
し
る
し
」と
し
て
お
神

札
を
頒
布
し
て
い
た
。

明
治
時
代
に
な
る
と
そ
の
制
度
は
廃
止
さ
れ
、全

国
に
大
麻
が
届
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
の
後
明
治

五
年
、明
治
天
皇
の
思
召
し
に
よ
り
、伊
勢
の
神
宮

が
直
接
奉
製
し
て
神
宮
大
麻
の
全
国
頒
布
が
始
ま
っ

た
。
神
宮
大
麻
は
節
目
ご
と
に
様
々
な
祭
典
を
重
ね

て
、皇
室
の
弥
栄
、国
家
の
安
泰
、各
家
庭
の
平
安
を

祈
り
つ
つ
一
体
一
体
丁
重
に
奉
製
さ
れ
て
い
る
。

福
岡
県
神
社
庁
で
は
、九
月
二
十
六
日
に
神
宮
大

麻
暦
頒
布
始
祭
が
斎
行
さ
れ
、福
岡
県
内
の
各
地
域

支
部
へ
と
新
し
い
神
宮
大
麻
と
暦
が
配
分
さ
れ
、十

月
十
一
日
に
宗
像
支
部
の
神
宮
大
麻
頒
布
始
祭
が
当

社
祈
願
殿
に
お
い
て
斎
行
さ
れ
た
。

そ
し
て
当
社
で
は
、十
一
月
二
十
日
午
前
十
一
時
、

宗
像
大
社
氏
子
会
総
代
会
約
一
〇
〇
名
参
列
の
も

と
、宗
像
大
社
神
符
頒
布
始
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
新
年
に
向
け
た
新
た
な
お
神
札（
神
宮

大
麻
と
宗
像
大
社
神
符
）の
頒
布
が
始
ま
る
。

宗
像
大
社
は
、九
州
で
唯
一
の「
神
郡
」を
持
つ
こ

と
が
許
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、氏
子
区
域
の
範

囲
は
宗
像
市
・
福
津
市
を
中
心
に
そ
の
周
辺
に
及
ぶ
。

以
降
、地
域
の
総
氏
神
と
し
て
崇
敬
を
受
け
て
き
た
。

そ
の
御
神
縁
か
ら
毎
年
、宗
像
市
・
福
津
市
の
氏
子

崇
敬
者
の
方
々
に
お
神
札
を
頒
布
し
て
い
る
。

新
し
き
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、新
し
い
神
宮
大

麻
と
共
に
、地
域
を
お
守
り
下
さ
る
氏
神
様
の
お
神

札
を
一
緒
に
お
祀
り
し
、一
年
の
家
庭
の
安
寧
と
幸

せ
を
お
祈
り
し
ま
し
ょ
う
。

■
神
宮
大
麻
や
御
礼
の
お
ま
つ
り
に
つ
い
て

jinjahoncho.or.jp

（
神
社
本
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

福岡県神社庁宗像支部大麻暦頒布始祭（当社祈願殿にて）

令
和
六
年 

甲
辰 

―
き
の
え
た
つ
―

新
し
い
年
に
向
け
て
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新しい年に向けて



古
式
祭 
―
こ
し
き
さ
い
―

十
二
月
十
七
日
午
前
六
時
よ
り
古
式
祭
が
斎
行
さ

れ
る
。
古
式
祭
と
は
、当
社
を
代
表
す
る
特
殊
神
事

で
、そ
の
年
に
収
穫
さ
れ
た
も
の
や
、み
か
ん
の
原
種

で
あ
る「
九く

年ね
ん

母ぼ

」や
宗
像
市
江
口
の
浜
で
採
れ
た

海
藻
の「
ゲ
バ
サ
モ
」な
ど
の
特
殊
神
饌
を
神
前
に
お

供
え
し
、祭
典
を
行
う
。
そ
の
後
、神
様
と
同
じ
食

事
を
頂
く
御
座（
宮
座
）が
あ
る
。

こ
の
神
事
は
室
町
時
代
、一
條
兼
良
が
編
纂
し
た

『
公
事
根
源
』に
起
源
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
江
戸

時
代
に
は
十
一
月
十
五
日
に
行
わ
れ
、宗
像
祭
と
呼

ば
れ
て
い
た
。
明
治
維
新
の
際「
民
例
祭
」と
な
る

も
明
治
四
十
四
年
、祭
日
を
十
二
月
十
五
日
と
し
名

称
も「
古
式
祭
」と
な
っ
た
。
終
戦
前
後
、食
料
統
制

の
為
に
中
断
を
す
る
が
、昭
和
二
十
五
年
か
ら
氏
子

の
方
々
に
よ
り
御
座
が
復
活
す
る
。

古
式
祭
の
特
徴
は「
特
殊
神
饌
」と
神
人
和
楽
の

時
を
過
ご
す「
御
座
」に
あ
る
と
言
え
る
。
秋
の
新

嘗
祭
に
引
き
続
き
、八
百
年
間
続
く「
田
島
の
新
嘗

祭
」と
い
え
る
古
式
祭
は
地
元
氏
子
奉
仕
に
よ
る
き

わ
め
て
珍
し
い
神
事
と
い
え
る
。

　鎮
火
祭 

―
ち
ん
か
さ
い
―

古
式
祭
終
了
後
、午
前
十
時
よ
り
鎮
火
祭
が
斎
行

さ
れ
る
。
こ
の
神
事
は
火
神
の
荒
び
を
鎮
め
、そ
の

災
禍
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
祈
る
神
事
で
あ

る
。
神
話
で
は
火
神
の
荒
び
を
水
神
が「
ひ
さ
ご
」、

埴
山
姫
神
が「
川
菜
」を
以
っ
て
鎮
め
た
と
あ
る
。
祭

典
に
お
い
て
も
宮
司
以
下
二
名
の
神
職
が
そ
の
神
話

に
則
り
、火
打
石
で
忌
火
を
起
こ
し
、「
ひ
さ
ご
」で

水
を
注
ぎ
、
次
に「
赤
土
」「
川
菜
」で
覆
う
鎮
火
の

儀
が
行
わ
れ
る
。

祭
典
に
は
宗
像
福
津
の
消
防
、防
災
の
関
係
者
ら

が
参
列
し
、年
末
年
始
の
乾
季
、火
の
気
が
起
こ
り

や
す
い
時
期
の
平
穏
を
祈
る
。

古
式
祭
・
鎮
火
祭 

斎
行

令
和
６
年  

厄
年
一
覧
表

生
ま
れ
年

厄
　
　
年
齢（
数
え
）

生
ま
れ
年

厄
　
　
年
齢（
数
え
）

大
正
7
年

暗
剣
殺

107

昭
和
58
年

大
厄（
男
）
42

大
正
14
年

八
方
塞

100

昭
和
59
年

前
厄（
男
）
41

昭
和
2
年

暗
剣
殺

98

昭
和
62
年

後
厄（
女
）
38

昭
和
9
年

八
方
塞

91

昭
和
63
年

大
厄（
女
）

八
方
塞

37

昭
和
11
年

暗
剣
殺

89

平
成
元
年

前
厄（
女
）
36

昭
和
18
年

八
方
塞

82

平
成
2
年

暗
剣
殺

35

昭
和
20
年

暗
剣
殺

80

平
成
3
年

後
厄（
女
）
34

昭
和
27
年

八
方
塞

73

平
成
4
年

大
厄（
女
）
33

昭
和
29
年

暗
剣
殺

71

平
成
5
年

前
厄（
女
）
32

昭
和
36
年

八
方
塞

64

平
成
9
年

八
方
塞

28

昭
和
38
年
後
厄（
男
女
）

暗
剣
殺

62

平
成
11
年

後
厄（
男
）

暗
剣
殺

26

昭
和
39
年
大
厄（
男
女
）
61

平
成
12
年

大
厄（
男
）
25

昭
和
40
年
前
厄（
男
女
）
60

平
成
13
年

前
厄（
男
）
24

昭
和
45
年

八
方
塞

55

平
成
17
年

後
厄（
女
）
20

昭
和
47
年

暗
剣
殺

53

平
成
18
年

大
厄（
女
）

八
方
塞

19

昭
和
54
年

八
方
塞

46

平
成
19
年

前
厄（
女
）
18

昭
和
56
年

暗
剣
殺

44

平
成
20
年

暗
剣
殺

17

昭
和
57
年

後
厄（
男
）
43

平
成
27
年

八
方
塞

10

厄
　
年

人
生
の
節
目
で
あ
る
と
と
も
に
、一
生
の
う
ち
で
災
難
、『
厄
』に
あ
う
恐

れ
が
多
い
た
め
、慎
ま
ね
ば
な
ら
な
い
年
で
す
。
特
に
男
性
の
42
歳
、女
性

の
33
歳
は『
大
厄
』と
さ
れ
て
い
ま
す
。

八は
っ
ぽ
う
ふ
さ
が
り

方
塞 

男
女
の
別
な
く
九
星(

星
回
り)

に
も
と
づ
い
て
災
難
に
遭
い
や
す
い
と

さ
れ
る
年
で
す
。

暗
剣
殺 

「
九
星
術
」で
そ
の
年
の
五
黄
土
星
と
相
対
す
る
方
位
で
、最
も
慎
ま
ね
ば

な
ら
な
い
と
さ
れ
る
大
凶
の
年
廻
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

※
厄
年
の
お
祓
い
は
年
始
か
ら
節
分
ま
で
に
行
な
う
の
が
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

古
式
祭
御お

ざ座  

ご
案
内

●
祭
典（
本
　
殿
）　
午
前
六
時

●
御
座（
儀
式
殿
）　
受
付
　
午
前
五
時
三
十
分
　

 

御
座
　
午
前
六
時
三
十
分

　（
一
番
座
＝
三
十
二
名
ず
つ
、最
大
六
番
座
ま
で
）

●
御
座
料 

一
人
…
二
、〇
〇
〇
円

3
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十
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
八
日
の
三
日
間
に
亘
り

「
宗
像
国
際
環
境
会
議
」が
開
催
さ
れ
た
。

十
回
目
の
節
目
と
な
っ
た
今
年
は
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の

「
常
若
」に
加
え
て
、「
生
命
文
明
へ
の
あ
ゆ
み
」と
題

し
て
、三
日
間
で
八
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
展
開
さ
れ
た
。

初
日
と
二
日
目
で
、地
球
環
境
の
現
状
や
、玄
界
灘

に
お
け
る
藻
場
の
再
生
へ
の
取
組
み
な
ど
課
題
解
決

に
向
け
た
様
々
な
活
動
が
紹
介
、議
論
さ
れ
た
。「
地

球
沸
騰
化
」や「
人
類
史
上
暑
い
夏
」な
ど
の
今
ま
で

に
聞
く
こ
と
の
無
か
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
多
く
登
場

し
た
。
地
球
環
境
問
題
や
地
球
の
七
割
を
占
め
て
い

る
海
の
中
の
問
題
は
深
刻
化
す
る
ば
か
り
で
あ
り
、

そ
の
結
果
、生
態
系
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
や
頻
発
す
る
異
常

気
象
に
繋
が
っ
て
お
り
、こ
れ
か
ら
の
人
類
の
生
存
に

関
わっ
て
く
る
場
面
に
入
っ
て
き
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
と
の
共
通
認
識
に
至
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
現
状
の
中
、最
終
日
は「
物
質
文
明
」

か
ら「
生
命
文
明
」へ
価
値
観
を
転
換
し
て
い
き
、こ

れ
か
ら
先
の
私
た
ち
の
あ
る
べ
き
姿
が
議
論
さ
れ
、締

め
く
く
り
に「
宗
像
宣
言
」を
採
択
し
幕
を
閉
じ
た
。

ま
た
会
議
期
間
中
の
二
十
六
日
と
二
十
七
日
の
夕

刻
に
は
、多
様
な
文
化
、価
値
観
を
受
容
し
、国
際
的

な
視
野
を
持
っ
た
豊
か
な
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
た

「
宗
像
国
際
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
塾
長
：
黒
田
玲
子

東
京
大
学
名
誉
教
授
）が
開
講
さ
れ
、地
元
の
学
生
た

ち
が
聴
講
し
た
。

　
三
日
間
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
様
子
は
後
日
、

youtube

に
て
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
予
定
。

4

MUNAKATA ECO
International Symposiumビーチクリーン

1 0／2７（⾦）

MUNAKATA ECO
International Symposium⽵漁礁づくり

1 0／2７（⾦）

ビーチクリーン活動 竹漁礁づくり

第
十
回 

宗
像
国
際
環
境
会
議   

常
若 

生
命
文
明
へ
の
歩
み

第十回 宗像国際環境会議



第十回 宗像国際環境会議・天野浩教授参拝

第十回宗像国際環境会議　宗像宣言
人類史上十二万年間で最も暑い夏となった今年、過去

には聞かれなかった「地球沸騰化」という言葉が叫ばれ、
かつてないほどの海水温の上昇に見舞われています。

地球の七割を占める海は私たちに恵みを与え続けてく
れる存在ですが、その状況は日々 深刻化し、生態系に取り
返しのつかないダメージを与えています。

海が吸収し蓄積し続けた莫大なエネルギーは、今や気
候を暴れさせ、「線状降水帯」の頻発による災害など私た
ちの暮らしに大きな影響を及ぼしています。

宗像国際環境会議は、国連I P C C議長を迎えた第 一
回から十年の節目を迎えました。この間、残念ながら危機
は加速し、地球の限界が迫っています。科学者たちは、「気
候変動は人類の幸福と地球の健康に対する脅威である。
この十年間に行う選択や実施する対策は、現在から数千
年先まで影響する」と警告しています。今こそ、市民や自
治体、企業など多様性に満ちたステークホルダーが共に解
決策を出し合い、脱炭素で循環型の社会に向けて転換を
加速させていく必要があります。

ここ宗像の地で、私たちは、「常若　生命文明への歩み」
をテーマに、“いのち„を中心におく文明に向けた価値観の
転換にいま何が必要か、議論を深めてきました。

かつて人々は、自然の摂理を熟知し、自然の歩調に合わ
せる心をもって生活を営んできました。人は自然の 一 部で
す。まずは、自然が本来持っている力を回復させる「ネイ
チャーポジティブ」に向けて叡智を結集していくことが大切
です。

正念場となる次の十年、そして三千年先の未来をも見
据えて、決して諦めることなく、イノベーションに挑み、自
然と共生する新しい地域創生を目指しましょう。私たちは、
現代文明が人類の生存環境を蝕んできたことに気づき、
生命を繫いでいくために、行動し続けていくことをここに
宣言します。
令和五年十月二十八日　宗像国際環境会議参加者 一 同

十
月
十
二
日
、
東
海
国
立
大
学
機
構
セ
ン

タ
ー
長
で
名
古
屋
大
学
教
授
の
天
野
浩
氏
が
当

社
を
参
拝
さ
れ
た
。
天
野
教
授
は
平
成
二
十
六

年
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
る
。

名
古
屋
大
学
工
学
研
究
科
電
子
工
学
専
攻
の

天
野
研
究
室
で
は
新
分
野
で
世
界
を
先
導
す
る

人
材
の
養
成
を
目
的
に
、結
晶
成
長
、白
色
・
紫

外
光
・
緑
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
、レ
ー
ザ
ダ
イ

オ
ー
ド
、フ
ォ
ト
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
、
太
陽
電
池
、

電
力
変
換
用
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
に

関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

名
古
屋
大
学 

天
野
浩
教
授
参
拝

十
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
八
日
の
三
日
間
に
亘
り

「
宗
像
国
際
環
境
会
議
」が
開
催
さ
れ
た
。

十
回
目
の
節
目
と
な
っ
た
今
年
は
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の

「
常
若
」に
加
え
て
、「
生
命
文
明
へ
の
あ
ゆ
み
」と
題

し
て
、三
日
間
で
八
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
展
開
さ
れ
た
。

初
日
と
二
日
目
で
、地
球
環
境
の
現
状
や
、玄
界
灘

に
お
け
る
藻
場
の
再
生
へ
の
取
組
み
な
ど
課
題
解
決

に
向
け
た
様
々
な
活
動
が
紹
介
、議
論
さ
れ
た
。「
地

球
沸
騰
化
」や「
人
類
史
上
暑
い
夏
」な
ど
の
今
ま
で

に
聞
く
こ
と
の
無
か
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
多
く
登
場

し
た
。
地
球
環
境
問
題
や
地
球
の
七
割
を
占
め
て
い

る
海
の
中
の
問
題
は
深
刻
化
す
る
ば
か
り
で
あ
り
、

そ
の
結
果
、生
態
系
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
や
頻
発
す
る
異
常

気
象
に
繋
が
っ
て
お
り
、こ
れ
か
ら
の
人
類
の
生
存
に

関
わっ
て
く
る
場
面
に
入
っ
て
き
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
と
の
共
通
認
識
に
至
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
現
状
の
中
、最
終
日
は「
物
質
文
明
」

か
ら「
生
命
文
明
」へ
価
値
観
を
転
換
し
て
い
き
、こ

れ
か
ら
先
の
私
た
ち
の
あ
る
べ
き
姿
が
議
論
さ
れ
、締

め
く
く
り
に「
宗
像
宣
言
」を
採
択
し
幕
を
閉
じ
た
。

ま
た
会
議
期
間
中
の
二
十
六
日
と
二
十
七
日
の
夕

刻
に
は
、多
様
な
文
化
、価
値
観
を
受
容
し
、国
際
的

な
視
野
を
持
っ
た
豊
か
な
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
た

「
宗
像
国
際
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
塾
長
：
黒
田
玲
子

東
京
大
学
名
誉
教
授
）が
開
講
さ
れ
、地
元
の
学
生
た

ち
が
聴
講
し
た
。

　
三
日
間
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
様
子
は
後
日
、

youtube

に
て
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
予
定
。

MUNAKATA ECO
International Symposiumビーチクリーン
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ビーチクリーン活動

参
拝
抄
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能
登
半
島
視
察
記
④

気け

多た

大
社
を
後
に
し
て
、視
察
初
日
の
最
後
に
、

日
本
海
に
面
し
た
海
岸
高
台
の
き
わ
に
築
か
れ
た
羽は

咋く
い

地
域
最
初
の
大
型
古
墳
、五
世
紀
中
頃
の
滝た

き

大お
お

塚つ
か

古
墳
を
見
学
し
た
。日
本
海
側
屈
指
の
規
模
を
誇
る

帆
立
貝
式
古
墳
で
、残
念
な
が
ら
現
在
大
き
く
削
ら

れ
、周
溝（
古
墳
を
囲
む
掘
）や
前
方
部
な
ど
大
半
を

失
っ
て
い
る
が
全
長
九
〇
ｍ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

南
西
の
海
上
か
ら
の
遠
望
を
強
く
意
識
し
た
位
置
に

あ
り
、
規
模
・
立
地
・
内
容
か
ら
、
羽
咋
地
域
の
日

本
海
沿
岸
交
通
を
掌
握
し
た
有
力
首
長
級
の
墳
墓

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
古
墳
か
ら
海
岸
近
く
へ
少
し

歩
い
て
い
く
と
、果
て
し
な
い
日
本
海
と
長
大
な
海

岸
砂
丘
が
広
が
っ
て
い
た
。
羽
咋
の
地
理
的
環
境
が

良
く
理
解
で
き
る
素
晴
ら
し
い
景
色
に
心
が
震
え
た
。

宿
泊
す
る
輪
島
へ
向
か
う
途
中
、
福ふ

く

浦ら

港（
羽
昨

郡
志
賀
町
）へ
も
立
ち
寄
っ
た
。
こ
こ
は
渤
海
使
の
帰

国
時
の
出
港
地
だ
っ
た
福
浦
津
の
推
定
地
と
さ
れ
る
。

二
つ
の
深
い
入
り
江
が
並
ぶ
良
港
で
、北
前
船
の
寄

港
地
で
も
あ
る
。
石
造
の
方
位
盤（
江
戸
時
代
末
期

奉
納
）や
金
毘
羅
神
社
、国
内
現
存
最
古
の
木
造
洋

式
灯
台（
明
治
九
年
建
造
）な
ど
現
地
の
文
化
財
は
、

往
時
の
船
乗
り
た
ち
の
賑
わ
い
を
生
き
生
き
と
伝
え

て
い
た
。	

（
福
）

※
参
考
資
料
：
羽
咋
市
教
育
委
員
会
作
成	

現
地
視
察
説
明
資
料

　
大
高
広
和「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
関
連
資
産
の
調
査

　
（
視
察
概
要
）」（
２
０
２
３
年
、沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群

　
特
別
研
究
事
業
成
果
報
告
書
収
録
）

神
宝
館
だ
よ
り
80

万
点
ノ
国
宝
収
蔵

八
神宝館だより・みこころ

早
い
も
の
で
も
う
師
走
と

な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
は

ど
の
よ
う
な
一
年
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
で
し
ょ
う

か
▼
私
は
奉
職
し
て
二
年
目
と
な
り
、
新
人
の
頃
に

培
っ
た
知
識
を
も
っ
て
忙
し
な
く
日
々
奉
仕
し
て
参

り
ま
し
た
。
来
年
四
月
に
は
後
輩
も
入
社
し
、
よ

り
上
の
立
場
に
な
る
の
で
、気
を
引
き
締
め
て
、心

新
た
に
新
年
を
気
持
ち
よ
く
迎
え
た
い
と
思
い
ま

す
▼
さ
て
、
私
は
最
近
金
木
犀
の
フ
レ
ー
バ
ー
に

は
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
や
シ
ャ
ン

プ
ー
、フ
レ
グ
ラ
ン
ス
な
ど
つ
い
手
に
取
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
家
の
庭
に
も
咲
い
て
お
り
と
て
も
い
い

香
り
に
心
が
安
ら
ぎ
ま
す
。
季
節
の
も
の
を
取
り

入
れ
た
生
活
を
す
る
こ
と
で
、
日
々
の
移
ろ
い
を

よ
り
鮮
明
に
感
じ
一
年
の
終
わ
り
に
想
い
を
馳
せ

て
い
ま
す
。
も
う
す
ぐ
お
正
月
と
な
り
、
多
く
の

参
拝
者
を
迎
え
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
落
ち
着

き
を
見
せ
て
い
ま
す
が
、こ
こ
最
近
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
流
行
り
始
め
て
お
り
ま
す
。
冷
え
込
む
日
々

が
続
き
ま
す
が
、
お
体
に
は
気
を
つ
け
て
新
年
を

迎
え
ら
れ
て
下
さ
い
。	

（
石
）

⬆
滝大塚古墳近くから日本海をのぞむ。
海岸線に沿う砂丘の奥が寺家遺跡。

⬅
旧福浦灯台。
石川県の史跡に指定されている。



き
ら
い
な
の
金
木
犀
の
あ
の
臭
い
未
だ
に
消
え
ぬ
亡
き
姉
の
声	

東
　
　
雅
子

一
般
的
に
は
良
い
匂
い
と
さ
れ
る
金
木
犀
の
香
が
苦
手
だ
っ
た
姉
の
言
葉
が
印
象
的
で
、
姉
の
繊
細
な

人
柄
が
想
像
さ
れ
る
。
鍵
括
弧
に
姉
の
言
葉
を
入
れ
る
と
読
み
易
く
な
る
。

運
転
の
夫
へ
手
渡
す
た
め
ら
わ
ず
口
に
投
げ
込
む
問
う
こ
と
も
な
く	

吉
﨑
美
沙
子

な
に
か
食
べ
物
を
運
転
中
の
夫
に
渡
し
た
ら
安
心
し
て
口
に
入
れ
た
の
だ
。
夫
と
の
間
の
信
頼
関
係
が

よ
く
分
か
る
。
二
句
を
〈
夫
へ
渡
せ
ば
〉
と
す
る
と
調
べ
が
滑
ら
か
に
な
る
。

カ
ナ
カ
ナ
カ
ナ
孫
の
名
呼
び
つ
ジ
ジ
ジ
ジ
ジ
夏
の
夕
焼
消
え
ゆ
き
し
と
き	

早
川
　
祥
三

お
孫
さ
ん
の
名
が
カ
ナ
さ
ん
な
の
か
、
三
句
は
蝉
の
声
と
自
分
を
表
す
「
じ
い
じ
」
を
掛
け
て
い
る
の

だ
ろ
う
。
蝉
の
声
の
擬
音
と
呼
び
名
を
か
け
た
言
葉
遊
び
が
楽
し
い
。

今
日
あ
た
り
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
が
来
さ
う
な
り
天
気
良
好
藤
袴
満
開	

佐
々
木
和
彦

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
飛
来
を
待
つ
作
者
。
下
の
句
の
漢
字
羅
列
が
効
い
て
結
句
の
字
余
り
も
あ
ま
り
気
に

な
ら
な
い
歯
切
れ
の
い
い
一
首
。

が
ん
に
な
り
今
生
き
て
い
る
と
痛
感
す
る
今
日
も
り
ん
ご
が
と
て
も
美
味
し
い	

堺
　
　
玲
子

癌
と
診
断
さ
れ
た
作
者
は
不
安
な
日
々
の
な
か
で
、
自
ら
の
命
を
い
と
お
し
ん
で
い
る
の
だ
。
そ
の
気

持
ち
が
林
檎
の
味
に
出
て
い
る
。

桜
島
噴
煙
見
る
と
遠
き
国
ベ
ス
ビ
オ
火
山
相
い
似
た
る
か
な	

秋
𠮷
　
嘉
範

か
つ
て
実
際
に
見
た
ベ
ス
ピ
オ
火
山
と
噴
煙
を
上
げ
る
桜
島
が
似
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
作
者
。

〈
桜
島
の
噴
煙
見
る
と
き
遠
き
地
の
ベ
ス
ビ
オ
火
山
と
似
た
る
に
気
づ
く
〉。

上コ
ウ

八ジ
ョ
ウの

承
福
禪
寺
の
和
尚
さ
ん
の
お
経
の
C
・
D
び
ん
び
ん
美
声	

山
﨑
　
公
俊

ラ
ッ
プ
に
あ
り
そ
う
な
韻
の
ふ
み
方
を
し
た
歌
。
お・

段
で
言
葉
の
頭
を
そ
ろ
え
た
四
句
ま
で
が
弾
む
よ

う
な
リ
ズ
ム
を
作
り
、
結
句
の
「
び
」
の
繰
り
返
し
で
結
ば
れ
調
子
が
い
い
。

小
雨
に
ぬ
れ
門も
ん
ぴ扉

開
け
れ
ば
暗
が
り
で
カ
エ
ル
く
ん
鳴
く
お
か
え
り
な
さ
い
と	

本
田
エ
リ
ナ

出
掛
け
て
い
た
作
者
を
出
迎
え
る
よ
う
に
鳴
く
蛙
。
作
者
は
家
族
に
声
を
掛
け
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し

た
の
だ
ろ
う
。
蛙
へ
の
親
し
み
が
「
カ
エ
ル
く
ん
」
の
呼
び
か
た
に
表
れ
て
い
る
。

擁
か
れ
る
白
水
ダ
ム
の
夏
白
し	

早
川
　
祥
三

検
診
が
済
み
て
気
づ
け
り
朝
食
を
取
ら
ざ
り
し
わ
れ
の
す
こ
や
か
な
飢
ゑ

あ
ぶ
ら
あ
せ
垂
ら
し
焼
か
る
る
ホ
ッ
ケ
あ
り
悔
や
め
ど
時
は
も
ど
ら
ぬ
も
の
を

◆ 

選 

者 

詠

宗
像
大
社
歌
会
詠
草
■
大
西
晶
子
選
　
■
毎
月
25
日
〆
切（
順
不
同
）

第
７
４
８
回

第
７
１
８
回

俳
句

御
造
営
奉
賛
者
御
芳
名
（
令
和
五
年
十
月
） 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

上
天
草
市
　
　		（
有
）勝
栄
工
業	

一
〇
、〇
〇
〇
円

大
阪
市
　
　
　		

谷
口
商
事（
株
）

滝
沢
市	

熊
谷
真
奈
美

六
、〇
〇
〇
円

筑
紫
野
市	

伊
藤
　
友
香	

五
、五
〇
〇
円

大
野
城
市	

大
庭
秀
太
郎	

五
、〇
〇
〇
円

芦
屋
市	

中
野
　
宗
彦

越
谷
市	

荻
野
さ
や
か

横
浜
市	

遠
藤
真
里
佳

鎌
倉
市	

森
　
加
奈
子

合
志
市	

松
林
　
雅
嗣

射
水
市	

藤
井
　
泰
紀

上
尾
市	

中
川
　
和
德

盛
岡
市	

木
村
　
友
乃

石
垣
市
　
　	

（
有
）HU

A
LA
N
I

川
崎
市	

寺
田
　
大
介

川
辺
郡	

曽
我
部
　
淳

多
摩
区	

畑
野
　
　
通

飛
騨
市	

浅
岡
　
里
優

豊
田
市	

久
木
元
公
昭

北
九
州
市
　
　		（
株
）福
栄
電
設

北
九
州
市	

小
竹
　
　
昭	

三
、〇
〇
〇
円

糸
島
市	

國
分
　
一
美

泉
南
市	

島
川
　
君
香	

二
、〇
〇
〇
円

川
西
市	

鳥
取
加
代
子

太
田
市	

町
田
美
沙
子

大
田
区	

吉
永
あ
ず
さ

福
岡
市	

松
ケ
迫
美
貴

名
古
屋
市	

村
上
　
康
代

7
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12月 まつりごよみ
───────────────────────────

日
本
人
が
こ
れ
か
ら
迎
え
る

十
二
月
か
ら
正
月
に
か
け
て
は
、
様
々
な
宗
教
に
基

づ
く
文
化
が
交
わ
る
月
で
あ
る
。
異
称
の
「
師
走
」

は
お
坊
さ
ん
が
仏
事
で
東
西
に
走
り
回
っ
て
い
る
こ

と
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る
。
二
十
五
日
は
ク
リ
ス
マ

ス
。
こ
れ
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
降
誕
を
祝
う
日

で
あ
る
。
三
十
一
日
に
は
、
新
年
を
迎
え
る
前
に
お

寺
で
は
除
夜
の
鐘
が
鳴
り
響
く
▼
そ
し
て
新
年
を
迎

え
る
と
、
家
族
総
出
で
神
社
や
お
寺
に
初
詣
に
出
向

き
、
神
様
仏
様
の
前
で
新
年
の
誓
い
を
立
て
る
▼
多

宗
教
の
文
化
が
生
活
に
根
付
き
、
そ
れ
を
毎
年
当
た

り
前
の
よ
う
に
行
い
な
が
ら
暮
ら
す
民
族
は
日
本
文

化
の
特
徴
で
あ
る
「
寛
容
性
」
の
現
れ
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
▼
毎
年
、
何
か
と
忙
し
く
な
る
年
の
瀬
で
あ
る

が
、今
年
一
年
の
感
謝
を
し
て
、来
る
新
し
き
年
を
清
々

し
く
迎
え
た
い
▼
こ
の
一
年
を
振
り
返
り
神
様
に
伝
え

た
い
感
謝
は
あ
り
ま
す
か
。	

（
黒
）

編
集
後
記

１日	 総社月次祭	 午前11時
	 引続き		高宮祭、第二宮第三宮祭	
	 宗像護国神社祭　
────────────────────
15日	 総社月次祭	 午前11時
	 引続き		高宮祭、第二宮第三宮祭
────────────────────
17日	 古式祭	 午前6時
	 御座	 午前6時30分
	 鎮火祭	 午前10時
────────────────────
19日	 松尾神社祭	 午前11時
────────────────────
31日	 大祓式	 午後3時
	 引続き		除夜祭
────────────────────
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